
神
戸
・
画
人

藤
田
清
照

春
よ
し
、
夏
よ
し
、
秋
も
よ
し
、
そ
し
て
冬
に
至
っ
て
は
そ
の
詩
情
い
や
増
す
思
い
が
し
ま
す
。
雨
に

泣
き
、
風
に
唄
え
ば
も
う
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
割
に
私
の
絵
に
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
が
特
に

出
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
吹
き
溜
ま
り
に
追
い
込
ま
れ
た
老
人
や
旅
人
の
姿
ば
か
り
で
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
何
が
起
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
が
西
ア
ジ
ア
の
地
方
で
す
。
し
か
し
こ
ん
な
所
が
、

む
し
ろ
私
に
は
〃
生
き
る
〃
厳
粛
さ
と
物
描
き
の
心
を
教
え
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。
皿
月
皿
日
か
ら
釦
日

ま
で
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
個
展
が
終
り
次
第
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
ア
ン
マ
ン
へ
来
年
の
個
展
開
催
の
打
合
せ

に
行
く
予
定
で
す
。
再
び
ア
ラ
ブ
の
諺
か
ら
、

〃
足
を
す
べ
ら
す
こ
と
は
、
舌
を
す
べ
ら
す
よ
り
も
安
全
で
す
〃

明
け
て
も
暮
れ
て
も
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
は
、
大
人
気
も
な
く
、
人
に
笑
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

こ
こ
七
、
八
年
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
と
神
戸
の
往
復
が
続
い
て
い
ま
す
。
ト
ル
コ
は
ア
ラ
ブ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ア
ラ
ブ
の
諺
に
あ
る

〃
犬
が
吠
え
て
も
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
行
く
〃

タ
グ
イ
Ⅱ

の
類
で
す
。
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３
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神
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る
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京
都
美
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門
学
校
（
芸
大
）
洋
画
科
卒
、
１
９
７
４
〜
１
９
７
６

／
大
阪
、
東
京
で
個
展
１
９
７
７
／
第
加
回
安
井
賞
展

出
品
１
９
７
９
〜
１
９
８
０
ノ
第
塑
回
、
第
郵
回
安
井
賞

展
出
品
、
１
９
７
８
〜
１
９
８
０
／
毎
年
ト
ル
コ
共
和
国

命
ス
タ
ン
プ
ー
ル
タ
ク
シ
ム
サ
ナ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〉
に
て

個
雇
、
１
９
７
８
，
１
９
８
０
／
金
山
賞
展
出
品
、
大
阪
、

東
京
に
て
個
展
多
数
開
催
、
無
所
属

明
け
て
も
暮
れ
て
も
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肖由に個性的に生きる女性たちに
ひときわ美しい輝きをそえる毛皮。
それは、今1 1 のライフスタイルに
本物だけがもつ魅力と
しなやかな感性を加えて
灰色の季節の街を鮮やかに彩ります
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唖碩』漆１

Elegant
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難一

真珠･ 貴金属･ 毛皮･ 輸入婦人服

Ｑｚ･ ラダ

皇を呈畠饗竪琴：

☆

ｈ可 さんちかレディスタウン
神戸市中央区三宮町1 丁目１０番1 号

念(078)391-3886

本社
神戸市中央区元町通6 丁目7 番8 号明邦ビル

冠(078)341-8041㈹
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珠の街神戸｣ をイメージ化Ｌたバｰ ﾙ シテ
イーゴウベのｼ ﾝ ポﾙ ﾏ ｰ ｸ を､ リデザイン
して木下〕“が製作したもので十・ポートピ
ア・8 1 に＆、パールシテイーコウベのP R とＬ
てファッションライプシアターに出展L まL
た．

12/SＯＰＥＮ
異人館の街に､ 真珠の輝きひとつぶ。
純粋て償偽りのない輝き。

それは永遠の真実を見守るかのような光。

真珠はあなたを神秘のベールで包み込み、思わぬ魅力を醸し出す。
ひとつぷの真珠が、あなたを‘･ ･ ･ ･ ･ …変えるかも知れない。

乱

ｒｐｍ症石 鯉

掴ifi総HnAPEARL
e G 5 0 神戸市中央区山本通１丁凶7 7 ( 北野坂)
本社ＴＥＬ( 0 7 8 ) 2 2 1 - 0 4 8 7 . 7 8 7 0

オーダーｻ ﾛ ﾝ T E I . ( 0 7 8 ) 2 2 1 - 3 1 7 0

●ＯｒｄｅｒＳＱＩｏｎ
吸揃級の品髄とデザインにより‘あなたの個
性をさらに曙きあげたいと願っています｡
●Reiorm
一連のﾈ ｯ ｸ ﾚ ｽ を二連にしたりプレスレツ
ドにしたりして､ あなたのお手持ちの典珠に
もう一度輝きを与えてみませんか今
●ＳｈｏｗＣｏｍｅｒ
外国から直幡入の折作デザイン展､ ジュエリ
ーデザイナーによる佃展なピ& 催Ｌます･ ど
うぞ所ＬＬ, 感覚を目でとらえてくだきし, ｡
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ヨミ

少公女の気分で－
年が明けるとご主人の赴任地
アメリカへ渡る池田朱美さん
に着ていただいたのは、ベッ
チンのぐるみ鉛とトリミング
がフォーマルな一重什立ての
オーバーコートです。

（フランス製￥1 9 5 , 0 0 0 ）
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Ａ

こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
手
帳
で
す

廻
月
号
目
次
●
１
９
８
１
．
Ｎ
０
．
２
４
８

表
紙
／
小
磯
良
平

セ
カ
ン
ド
カ
パ
ー
／
僕
の
見
た
神
戸
〈
調
）
／
西
村
功

９
神
戸
っ
子
刊
／
加
藤
喜
代
子
／
谷
川
浩
司

旧
あ
る
集
い
／
神
戸
女
学
院
高
等
学
部
ハ
ン
ド
ベ
ル

幅
コ
ウ
ベ
ス
ナ
ヅ
ブ

崎
神
戸
・
画
人
〈
副
〉
／
藤
田
清
照

旧
神
戸
の
風
色
〈
誤
〉
／
堀
内
初
太
郎

鋤
わ
た
し
の
意
見
／
津
高
和
一

訓
随
想
／
田
扉
新
／
木
村
霊
吾
／
中
西
勝

弱
あ
る
集
い
そ
の
足
あ
と
／
神
戸
女
学
院
高
等
学
部
ハ
ン
ド
ベ
ル
ノ
下
田
閑
子

論
連
載
エ
ッ
セ
イ
・
私
の
ひ
ろ
い
も
の
〈
誤
〉
／
竹
中
郁

犯
連
載
エ
ッ
セ
イ
・
折
々
の
神
戸
〈
８
〉
／
多
田
智
満
子
／
絵
・
石
阪
春
生

㈹
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
片
手
に
ブ
ラ
ジ
ル
一
人
歩
き
〈
６
〉
／
右
近
雅
夫

⑬
地
域
文
化
論
〈
そ
の
記
〉
／
外
来
語
が
語
る
神
戸
の
文
化
／
小
林
信
次
郎

“
対
談
／
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
陶
磁
の
世
界

奈
良
本
辰
也
／
三
杉
隆
敏

卵
イ
ソ
タ
ピ
ュ
ー
ノ
ド
イ
ツ
・
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
ー
そ
し
て
神
戸
／
植
松
圭
二

艶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ソ
ノ
国
際
文
化
都
市
神
戸
を
考
え
る
〈
柏
〉

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
力
で
文
化
都
市
の
振
興
を

菅
原
亮
ノ
木
村
郁
也
／
山
田
芳
信
／
原
康
夫

松
浦
信
義
／
藤
田
喬
彦
／
安
田
丑
作

弱
座
談
会
／
神
戸
に
空
港
を
と
積
極
的
に
取
り
組
む
神
戸
Ｊ
Ｃ

塚
本
哲
夫
ノ
西
村
隆
治
／
伊
丹
威
ノ
石
忍
津
太
郎
ノ
鯉
馨
牒
／
川
口
政
二

髄
座
談
会
／
国
際
都
市
神
戸
に
は
ジ
ャ
ズ
が
よ
く
似
合
う

野
口
久
光
／
末
広
光
夫
ノ
行
田
よ
し
お

節
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

胡
有
馬
歳
時
記
〈
吃
月
〉

刀
話
題
の
ひ
ろ
ぱ
田
第
４
回
市
長
杯
争
奪
美
術
家
野
球
大
会

回
関
口
俊
吾
作
品
展

別
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
ノ
グ
ラ
ン
パ
パ
ノ
津
川
雅
彦

泊
コ
ウ
ベ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ッ
ト

馴
之
、
烏
三
○
口
、
三
瓦
胃
エ
ｍ
ｚ
へ
幻
〉
／
藤
原
順
子

船
当
エ
め
こ
℃
田
口
こ
で
『
ｍ
三
三
ｍ
・
巴
一
ｚ
六
○
ｍ
ｍ

醜
創
作
邦
楽
と
舞
踊
の
夕
べ

眼
神
戸
美
術
散
歩
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ッ
プ

Ⅷ
動
物
園
飼
育
日
記
〈
剛
〉
ノ
亀
井
一
成

旧
ノ
コ
ち
ゃ
ん
の
華
麗
な
る
食
べ
あ
る
記
〈
翌
／
小
山
乃
里
子

南
蛮
亭
／
薩
摩
道
場

間
神
戸
の
集
い
か
ら

囲
六
甲
山
一
○
○
コ
ー
ス
国
ロ
マ
ン
の
道
を
行
く
ノ
福
井
敏
了

固
六
甲
山
の
草
花
／
藤
池
安
代

唾
神
戸
を
福
祉
の
町
に
〈
鯛
〉
／
橋
本
明

剛
兵
庫
界
隈
記
〈
Ⅶ
〉
／
新
銀
順
市
兵
庫
区
長

鯛
ふ
た
た
び
ブ
ロ
フ
エ
ッ
サ
ー
Ｐ
の
研
究
室
〈
暇
〉
／
岡
田
淳

閥
六
○
ｍ
ｍ
豆
○
口
男
之
の
匡
口
匡
刃
ｍ

則
ふ
ら
っ
し
ゅ
・
ぱ
つ
く
〈
脚
〉
ノ
淀
川
長
治

Ⅷ
哲
学
散
歩
〈
最
終
回
〉
／
差
別
教
育
／
細
川
董

叫
Ｋ
Ｆ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス

噸
び
っ
と
い
ん

朔
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

Ⅷ
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

唾
連
載
小
説
〈
最
終
回
〉
一
男
一
女
あ
り
ノ
桜
井
利
枝
／
絵
・
辻
司

間
連
載
小
説
〈
最
終
回
〉
福
原
／
秋
吉
好
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絵
・
岡
田
嘉
夫

咽
ト
ラ
ベ
ル
コ
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ー
ノ
ト
ー
ク
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ト
ー
ク

剛
編
集
後
記

畑
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野
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イ
ド
マ
ッ
ブ

伽
神
戸
行
き
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｙ
５
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大
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一
樹
ノ
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メ
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・
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口
宏

股
海
船
港
／
厚
生
省
神
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検
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更
に
自
家
吟
醸

の
白
菱
味
酎
粕

で
味
を
整
え
伝

■

ﾖ ド ＝、

高
級
奈
良
漬

NＩ

一
お
歳
暮
に
は

自
然
の
風
味
と

手
づ
く
り
の
味
を

お
選
び
下
さ
い

真
心
の
こ
も
っ
た

高
級
奈
良
漬

統
の
技
術
で
長
い
歳
月
ゆ
っ
く
り
漬
け
あ
げ
た
高
級
奈
良

漬
で
す
。
熟
成
さ
れ
た
風
味
と
コ
ク
を
心
を
こ
め
て
贈
り

ま
せ
ん
か
。
「
干
成
甲
南
漬
」
や
「
珍
味
詰
・
味
ざ
ん
ま
い
」

な
ど
味
な
詰
め
合
わ
せ
も
揃
っ
て
い
ま
す
。

」本社神戸市東灘区御影塚町３丁目９番
電話代表（0 7 8 ）８４１－０５５１番

本店神戸市東灘区御影塚町４丁目４番８号
電話代表（0 7 8 ）８４１－１８２１番

ん
だ
ん
に
使
い
、

産
品
。
香
味
ゆ

百
年
の
伝
統
を
誇
る

そ
の
酒
粕
を
ふ

た
か
な
灘
の
酒
、

ど
こ
る
灘
の
持

甲
南
漬
は
酒

創業明治３年
甲南漬・味醗白菱本舗

Ｌ高嶋酒類食品様式会社
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☆
私
の
意
見

１
２９
１

芸
術
は

日
常
生
活
の
延
長
線

津
高
和
一

八
画
家
Ｖ

毎
年
自
庭
で
開
い
て
い
る
「
対
話
の
た
め
の
作
品
展
」
も
今
年

で
加
回
目
に
な
り
ま
し
た
。
持
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
意
識
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
つ
も
作
品
を
描
い
て
い
る
の
で
、
何
と

か
展
に
出
品
す
る
た
め
に
で
は
な
く
描
い
て
い
る
わ
け
で
、
そ
れ

が
知
ら
ぬ
間
に
た
ま
り
、
そ
の
年
の
秋
に
庭
に
並
べ
る
こ
ど
を
く

り
返
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
初
め
は
何
か
意
図
が
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
．
…
：
そ
れ
は
権
威
に
対
す
る
ア
ン
チ
が
動
機
に
な
っ
て
い
る

ん
で
し
ょ
う
。
所
属
す
る
団
体
で
安
穏
と
や
っ
て
い
る
の
も
居
心

地
が
い
い
で
し
ょ
う
け
ど
、
孤
立
無
援
の
一
匹
オ
オ
カ
ミ
の
方
が

張
り
合
い
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
こ
の
自
庭
展
が
始
ま

っ
た
わ
け
で
す
。
美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
展
覧
会
の
場
合
、

そ
の
仕
事
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
ま
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
芸
術
の
も
つ
創
作
行
為
が
既
成
の
も
の
に
と
ら
わ
れ
な
い
と

か
自
分
の
創
意
工
夫
に
制
約
が
な
い
と
い
う
有
難
い
面
が
自
庭
展

の
場
合
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
こ
の
企
画
の
始
ま
っ
た
原
因
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
の
巡
年
を
追
う
定
期
便
的
な
発
表
展
示
は

今
年
で
区
切
り
と
し
、
今
後
は
窓
意
優
先
の
気
ま
ま
で
制
約
の
な

い
自
在
な
も
の
と
し
て
存
続
さ
せ
て
ゆ
き
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
始
め
ま
し
た
架
空
通
信
テ
ン
ト
美
術
館
展
も
、
こ
の

自
庭
展
の
延
長
線
上
の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。
作
品
は
す
べ
て
現
代

美
術
で
、
平
面
作
品
と
一
部
の
立
体
作
品
を
テ
ン
ト
内
で
、
立
体

を
屋
外
に
展
示
し
ま
す
。
テ
ン
ト
に
は
、
物
理
的
な
制
約
、
例
え

ば
作
品
を
展
示
で
き
る
よ
う
に
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
と
か
、
骨
組

み
が
露
わ
に
見
え
る
建
築
構
造
で
あ
る
と
か
の
問
題
は
あ
り
ま
す

が
、
利
点
も
あ
る
わ
け
で
す
。
と
い
う
の
は
、
新
発
見
で
す
が
、

光
線
が
い
い
の
で
す
。
布
を
通
し
た
光
が
非
常
に
ソ
フ
ト
で
明
る

い
ん
で
す
。
も
っ
と
大
事
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
テ
ン

ト
で
展
示
会
場
を
作
る
と
、
不
安
感
が
あ
っ
た
り
軽
い
感
じ
が
し

た
り
し
ま
す
が
、
そ
れ
が
逆
に
気
軽
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
生
活

空
間
、
日
常
生
活
の
延
長
線
上
の
気
易
く
入
っ
て
い
け
る
会
場
に

な
り
ま
す
。
文
化
や
芸
術
は
、
我
倉
の
交
流
し
て
い
る
人
間
生
活

の
中
で
構
え
な
い
で
ス
ー
ツ
と
入
っ
て
い
け
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
、
本
来
は
。
美
術
は
も
っ
と
気
安
く
あ
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す

ね
。
霜
蕊
他
勢
緬
跡
癖
睡
唖
恥
羽
醒
帽
即
恥
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脚
癖
押
銅
畷
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麺
信
一
（
談
）

蝿
が
繊
繊
繍
騨

麺
冊
蕊
冊
等
出
器
盟

品
唾
ｉ
錐
品
隠

謬織

：、；
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